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■研究発表論文

南あわじ市沼島における人の暮らしと岩石資源の関係について

The relationship between lifestyle of local people and stone resources in Nushima Island, Minami-Awaji 

city 

石塚昇路＊ 嶽山洋志＊＊ 美濃伸之＊＊

Shoji ISHIZU.KA Hiroshi TAKEYAMA Nobuyuki MINO 

Abstract: There exist characteristic stone resources in Nushima Island, Minami-Awaji city. However, little is known about the 

relationship between lifestyle by local people and stone resources in Nushima Island. Therefore, this paper reviewed the 

relationship which is disappearing between the lifestyle and the stone resources in Nushima Island. As a result, according to 

distribution survey of stone resources, it is clear that there are 246 stone resource spots in village and they exist widely spreading 

across the village of the Island. Besides, it is clarified that the geology of the Island deeply relates to both stone resources 

distribution and the village landscape. On the other hand, according to interviewing local people and hearing survey, the details 

information about typical human uses of the stone resources used to be and some specific information such as portable warm pad 

made of the stones and a fisherman's tool made of the stones which I have never got by my exploration. 

Keywords: landscape, stone resource, geopark, conservation, utilization 

キーワード：景観，岩石資源，ジオパーク，保全，活用

1.はじめに

南あわじ市沼島は三波川変成帯に位置し，結晶片岩である緑色

片岩や，紅れん石片岩，石英片岩などが多く産出される 1）。また，

沼島の外周に位置し国生み伝説の残る上立神岩や，枯山水ででき

た神宮寺庭園世界で沼島とフランス，カナダの3ヶ所でのみ発

見され，地質的に非常に価値があるとされるさや型摺曲3などの

岩石にまつわる地域資源がある。これらを活用して，漁師が普段

使用する漁船により沼島周囲を巡るクルージングやボランティア

団体 「ぬぼこの会」による島内のボランティアガイドが展開され

ている 3-4)0

そのような中，沼島を含む南あわじ市では現在，世界ジオパ

ークに関する議論が高まりを見せている。涵朝世界遺産登録を目

指して立ち上げられた「兵庫・徳島『鳴門の渦潮』世界遺産登録

推進協議会」は，認知度向上のため世界ジオパークヘの登録を目

指すとしており、井戸敏三兵庫県知事は 「渦潮が持つ自然美と地

形・地質のユニークさに着目し、登録へ向けた調査をさらに進め

たい」と述べており見沼島もジオサイトの1つとして重要な工

リアになることが想定される。

世界ジオパークの認定条件をみてみると「地形や地質と深く関

わっていることが学べる地域（生態学的，考古学的，歴史的、文

化的な価値があるサイト）も含むこと」，「地域の地形・地質学的

資源を保全しながら，その自然の特性を活かした経済活動（ジオ

ツーリズム等）を推進し，持続可能な地域の経済発展をはかって

いること」などとあり 6)，認定に向けては多様な価値を明らかに

する必要があることがわかる。世界ジオパークに認定された山陰

海岸ジオパークでは地域特有の生き物や人々の暮らしなどもジ

オパークにおける資源と捉えており別同じく世界ジオパーク認

定された室戸ジオパークでは、国の重要伝統的建造物群保存地区

に指定された地域の人の暮らしに関わる岩石について，文化的価

値の視点より評価された吉良川まちなみジオサイトがある 8)。一

方で，沼島に関する既往研究をみてみると，上述したさや型摺曲

図ー1沼島の位置

など地質学・考古学的価値を明らかにした研究は多く存在するが

9~1見人々の暮らしと岩石資源との関係について，つまり文化的

価値を裏付ける文献は極めて少なかった 9）。さらに，結晶片岩を

使った人の暮らしに関する事例をみてみると，和歌山県海南市の

塩津地区 12)や徳島県三次市の落合集落 13)などで結晶片岩が使わ

れていることが確認できるが，その使われ方を整理した論文は確

認できなかっt;:.,また，沼島の集落を見渡すと住宅の基礎や石垣

として岩石が利用されていることが伺える一方で，新築等に伴い

岩石がコンクリートに覆われていたり，排除されてしまったりし

ている場所も多くみられる。このような沼島の文化的価値が失わ

れつつある現伏針監みると，その残存実態を明らかにすることは

急務であるといえる。以上のことから本研究では，沼島に住む人々

の暮らしの中の結晶片岩の使われ方の特徴および使用状況を捉え

ることを目的とした。

2研究方法

(1)調査対象地の概要

本研究では南あわじ市沼島を調査対象地とし，その中でも特に

集落部（瀬戸内海国立公園指定区域外）を対象に調査を行った。

対象とする岩石資源は，沼島で産出された三波川変成帯の結晶片

＊株式会社ウエスコ ＊＊兵庫県立淡路景観園芸学校／兵庫県立大学大学浣
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図ー2沼島の表層地質図

（兵庫県土地分類基本調査を基に筆者が作成）

岩で人が使用しているまたはかつて使用していたものとしtc.o
沼島は兵庫県最南端倍副変 34.16N,経度 134.83E)に位置し，

周囲約10km,面積2.73km'.'で，人口は490人（平成28年3月
末現在），主産業は漁業の離島である（図ー1)。沼島の地質の特

徴として，沼島全体は三波川変成帯に属し，変成岩のうち結晶片

岩が多く産出される戌集落の位置する島の中央部は沖積層およ

び黒色千枚岩が存在し，集落の北部（島の北部）には禄色片岩が

存在している（図ー2)。

1)岩石の分布調査

まず，集落内に岩石がどのように分布しているかを把握すべく，

平成28年4月25日～27日， 5月16日～17日，6月15日の6

日間住宅地圏に岩石の位置と種類用途を記すこととした。地

質の種類については，土地分類基本調査を参照した15)。岩石の種

類については，沼島で産出される岩石かどうかを同定するために，

地質学の専門家（南あわじ地学の会会長）より分類の仕方につい

て指導頂きながら，外観からの目視により岩石の分布の確認およ

び用途別，使用状況について調査を行った。用途別と使用状況に

ついてはまず目視で判断し，判断できない場合は，所有者や島民

に聞いて確認しtc.o分析では，用途別および使用状況を整理する
とともに，地質と集落内の岩石の種類との関係を明らかにした。

2)インタビュー調査

岩石の分布調査では得られなかった沼島の人々の暮らしにおけ

る岩石資源の使われ方に関する情報を収集すべく，島の文化や歴

史、地質に詳しい島民の方々を対象にまずは個別インタビューに

よる質的調査を実施し、その上で更なる情報収集を行うために異

なる属性の島民を対象に集団インタビューを実施しtc.o質問項目
としては対象者の属性，対象者の地域と関わっている年数職業

岩石資源との関わりについてである。個別インタビューは平成28

年4月25日， 6月15日の2日間，対面方式により一人あたり 1

~2時間をかけ，神宮寺住職沼島八幡神社宮司，地元の漁師 2

名，南あわじ地学の会会長の5人に対して行った。また，平成28

年7月26日，平成29年2月6日の2日間神宮寺にて島民を対

象にした集団インタビューも 1時間ずつ実施しに参加者は沼島

地区あわじ環境未来島構想推進協u会会長，地元の漁師，地域お

こし協力隊観光ボランティア団体 「ぬぼこの会」など総勢 21

名であった。なお，いずれのインタビューにおいても岩石の写真

や岩石の種類を確認しながら進めた3

3結果1一残存する岩石資源の分布と使われ方一

(1)岩石資源の分布特性

図ー3に岩石資源の分布を示す。図ー4に沼島の石積みを示す。

岩石の分布調査により，沼島では 246か所で岩石が発見され，

それらは図ー3に示すとおり，集落内に広く分散的に分布してい

ることが明らかとなった。特に神社仏閣には比較的多くの岩石資

源が分布していることがわかり，具体的には「庭石」，「敷石」，「基

礎」，「砂利」などが挙げられる。沼島の地質と岩石の分布との関係

性として，集落の北部（島の北部）に緑色片岩が存在しており，

7
 

: 

※●は石租み

口は四き石

＊はその他

の岩石沢源確認箇所

をそれぞれ示す。

図ー3岩石資源の分布

（国土地理院の地図を基に筆者が作成）

図ー4沼島の石積み

この岩石が使用されている例として図ー4の①に示す弁財天神社

の石積みが挙げられ，集落の北部にはこの緑色片岩が混在した石

積みを多くみることができた。一方，集落の南部の石積みをみて

みると，図ー4の②は沼島八幡神社の石積みであるが，主に黒色

千枚岩で構成されていることが多い。このように緑色片岩を有す

る石積みはその岩石が採取されるエリアに近い北部の集落に多く

みられることが伺えた。

(2)岩石資源の使われ方の特性

固ー3に岩石資源の様式別に発見箇所数示す。図ー5に岩石資

源の使われ方，用途別および使用状況を，因ー6にその事例を示

す。図ー5より，岩石資源の使われ方は19種と沼島の人とのくら

しに関する岩石資源の豊富さを伺い知ることができに次にそれ

らを用途別で見てみると，生活用途としての石積みが最も多く

182か所で確認され，特にその中でも建築物の「基礎」として使

用されていた場所が130か所と多かった。これは，沼島の集落が
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来岩石資源の使用状況について

グラフ上段が現在使用されて

いないilll数およびその割合を
示し、下段が現在便用されてい

る偏故およびその割合を示す．

丑 活 ＂レク

図ー5岩石資源の使われ方と使用状況

海岸に向かって傾斜な地形に位置しているため，平板に割れやす

い特徴を持つ沼島の結晶片岩が家を建てる際には基礎として微調

整を行うために役立っているものと思われる。次いで石積みで多

かったのは民家と民家民家と通路などの「境界」に関するもの

で， 19か所で出現が確認された。これは私有地と公有地を明確に

するための使用である。さらに「階段」での岩石使用は 14か所

で確認できたが，段差をプロック状の岩石で作るだけでなく踏み

面は平らな片岩を使用するなど形の異なる岩石をうまく組み合わ

せながら階段を作っていることがわかる。集落部と森林部の境界

で斜面の士が流入するのを防ぐための「擁壁」に関するものが 9

か所で確認できた。また沼島では井戸が集落内に存在するが，そ

の孔壁に沼島の岩石が使用されていること (8か所）も特徴であ

る。また，以上の石積みの様式はいずれも生活用途として活用さ

れていることを確認できた。

一方，緑色片岩がよく用いられ，独特の庭空間となっている「庭

石 (14)」や，幅広の片岩を活用し，盆栽や鉢植えを置く「台 (4)」

といったレクリエーション用途としての活用を確認することがで

きた。「敷石 (13)」，「庭囲い (15)」，「踏み石 (3）」でも沼島の

結晶片岩が使用されている。また観賞用だけでなく実用としても

岩石が使われており，定数であるが以下のものが確認できた。ま-

図ー6岩石資源の使われ方の事例

ず「書き物（1)」としての岩石で，ロウ石のように地面に字を書

く時に使用する岩石を確認した。また， 「漬け物石 (3）」のよう

に重石として使っている岩石も確認できtea前者は他に井戸の蓋
を抑えるために重石として使っている例も確認できた。さらに，

「鼈 (1）」は黒色千枚岩と泥土を組み合わせて作られており，沼

島近辺の海で獲れるひじきを茄でるために使用していることを確

認できた。「石錘（1)」は丸石にロープを巻き付けたもので，漁

業用のおもり石として緑色片岩を使用していることが確認できた。

中には切れ込みを入れてロープがひっかかるような工夫も確認で

きた。緑色片岩を布染めの染料として活用した「染め物 (1)」を

している例も確認できた)

(3)岩石資源の使用状況

図ー5に示すとおり，使われ方別の岩石資源の使用状況につい

ては，現在も使用されている割合の方が高い岩石資源が多いこと

が明らかとなった。しかしながら，岩石資源の使われ方の種類に

よっては，現在使用されていない割合が高く，残存しているだけ

のものもあることが明らかとなった。たとえば，石積みの「基礎」

は新築を建てる際に解体されていることや，石積みをコンクリー

トで覆い，基礎の補強を行うことにより使用される割合が低くな

っていることが伺える。また，かつて島内で多く見られた津波か

ら家を守るために結晶片岩を斜めに積み上げ，構造的に堅固にし

た特徴がみられる「防壁」は， 2か所のみの確認に留まり，いず

れも現在は使用されていなかった3 これは昭和9年の室戸台風が

大きな原因であり，その際に津波と共に沖の船が海岸沿いの集落

に押し寄せ，防壁の多くが崩壊し，島民は岩石を積み上げて作っ

た防壁では太刀打ちできないと判断し，それ以降は防壁の数が減

少し続けていることが伺えた。大正時代の海岸沿いには防壁が築

かれている様子を確認できる（写真ー1)。

以上のように，分布調査を通じて現存する人と岩石資源との関

係および使用状況について把握することができた3

4結果2ーインタビュー調査で得られた岩石資源の使われ方一

(1)その他の岩石資源の使われ方

インタビュー調査で得られた結果として， 以下の 5点の新た

な岩石資源の使われ方が明らかとなっナこなお，各挿入写真はイ

ンタビューの際に島民が所有していたものを提供頂いた。

1)温石（おんじゃく）

温めた石を昭和 20年頃まで，カイロ代わりに利用していたこ

とが明らかとなった。岩石の種類は緑色片岩と蛇紋岩で表面がや

わらかいことが条件である。使用例として，夏場海で泳いで体

温が下がってきた時に日光によって温められた石を体に当てて温

めたり，お湯に浸して温かくなった石を病人の体に当てて温めた

りしていたことが挙げられた。温石に相応しい緑色片岩は島の南

の人が立ち入っていない場所に多く存在すると言われている。本

温石は淡路國名所図会にも記載があり 16), 「名産温石」という保

温や硯として活用する生活財として紹介されている。また，第二

次世界大戦時には販売用として温石を島外に売りに出していたと

のこと。

2)水切り石

沼島で育った子どもたちは皆，沼島にある結晶片岩を利用して

海に向かって石を水切りして遊んでいた。結晶片岩の理由は面で

割れやすく，平べったい形をしたものが多いためである。沼島で

は小魚のことを方言で「ちちんこ」と呼び，水をはねている石が

それに似ていることから，島民はこの遊びも「ちちんこ」と呼ん

でいる。この遊びは現在もなお続いている。

3)境内の玉砂禾I」
写真ー2に玉砂利を神社境内まで運ぶ様子を示す。

沼島にある沼島八幡神社では約 20年に一度玉砂利が少なく

ランドスケープ研究 82(5), 2019 549 



なってきた頃に島民が400人ほど海岸沿いから神社境内まで並ん

で玉砂利をバケツリレーで運ぶ習わしがある。玉砂利に使用する

石は島の東側，黒崎方面の海岸沿いにある石を野船で採取した後

大きな船に石をうつして運んできて使用する。その地域の石を使

用する理由は，波打ち際で角が取れた玉砂利に見合う丸い石が多

く産出されるためである。この習わしは現在もなお続いている。

4)集落の石畳

写真ー3に昭和初期の石畳を示す。

沼島の道路はすべで沼島産の岩石を使用した石畳が敷かれてい

た。石畳は今回岩石の分布調査で確認できた，建築物の基礎や堵

段のような結晶片岩が多く用いられていたとのことだが，昭和50

年頃に石畳の上にコンクリート舗装が施されたため，現在は確認

することができない。

5)棚田の石積み

写真ー4に昭和50年頃の集落と棚田を示す。

昔から棚田自体は存在したが，急激に増えたのは昭和 20年頃

とのこと。それは第二次世界大戦時に疎開先として多くの人々が

沼島に移り住み，食べ物が不足したため山を切り開き，石を積み

上げて土台をつくり，多くの棚田や畑を作ったためである。使わ

れていたのは昭和 50年頃までで，現在はほとんどが森林に覆わ

れてしまっているが，沼島の山の至る所で石積みの跡が残ってい

るとのこと。

5結果・考察

以上のとおり，沼島における人の暮らしに関わる岩石の分布が

疇内に広く分布していること，使われ方別にすると用途が裂策

であること，そして岩石資源の使われ方によっては現在は使用

されておらず，残存しているのみもあることが明らかとなった）

他の地域の事例と比較すると，石文化が残る景観が国の重要文

化財景観に選定されている新上五島町崎浦の五島石集落では，五

島石と呼ばれる砂岩が多く産出され，これは加工しやすいため，

家の外壁に板石が張られ太い釘で留め付けられている建物が多く

みられる。また砂岩質の石畳や石積みがみられる景観が特徴的で

ある 17)0

一方，沼島においては，斜面地で建物を建てる際に細かく片岩

を積み上げて微調整を行っている様子が伺えることや，防風に備

えるため，斜めに入れ込んだ石積みにより堅固な構造をした防壁

やひじきを茄でるために使われる鼈漁師の重し石として使われ

る石錘のように漁村集落ならではの結晶片岩の特徴的な利用，そ

して五島石集落では確認できなかったレクリエーション用途とし

て緑色片岩を活用した庭石が存在することによって，沼島固有の

写真一1大正時代の沼島の

風景写真

写真一3昭和初期の石畳み

550 

写真一2玉砂利を神社境内まで
運ぶ様子

写真一4昭和50年頃の集落と棚田

景観が構成されていると考えられる。しかしながら，使用状況を

みてみると，石積みの「基礎」や「防壁」，「水路」など，現在は

使用されておらず残存しているだけの岩石資源もあることが明ら

かとなった。使用されていない岩石資源は私有地に多いのか，そ

れとも公有地に多いのかについては今回明らかにすることができ

ず，今後の課題として残るが，このような活用されなくなった岩

石資源について，特に私有地における岩石資源については，今後

さらに数が減少し消失していくことが想定される。継承活動とし

ては市民参加型石積み教室を開催している事例があり 18),今後は

このような保全活用策の検討が急務である。
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